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 令和７年度技術技能研修の開催について（ご案内） 

 

 

時下 ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は両協会の運営につきましてご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、両協会では、水道事業体及び下水道事業体において培われてきた技術・技

能の伝承及び向上、特に既設設備の更新、維持管理等に必要な人材育成を目的とし 

て、技術技能研修を開催しております。 

この研修は、少人数編成・充実したサポート体制によって、より多くの実技を体験す

ることができ、また、参加者同士の交流が深まり、各事業体間の連携・交流につながる

ことも期待するものでございます。 

当研修の開催日程や詳細な内容等につきましては別添「開催案内」のとおりですが、

この機会を是非ご活用いただき、関係職員の参加についてよろしくお取り計らいくださ

いますようご案内申し上げます。 

なお、申込期限につきましては、下記のとおりです。 

 

記 

  
 申 込 期 限   令和７年４月１１日（金） 

                    
 〒460-8508  名古屋市中区三の丸三丁目１－１ 

                              名古屋上下水道局総務部総務課内 

                             TEL（052）972-3607 FAX(052)951-1208 

  

日本水道協会中部地方支部 担当 土肥、金田 

                           E―mail:c-suikyo@jogesuido.city.nagoya.lg.jp 

                         中部地方下水道協会     担当 渡邉、白石 

                            E－mail：ｃ-gesuikyo@jogesuido.city.nagoya.lg.jp 

http://#
http://#


開 催 案 内 

 

 

令 和 ７ 年 度 技 術 技 能 研 修 

〔広域連携による｢水｣の人づくり〕 

 
 
１ 対象 公益社団法人日本水道協会中部地方支部及び中部地方下水道協会の正会員 

※主に業務経験が２、３年程度の職員を対象とした「基礎研修」です。 

 

２ 研修コース 

※「水道一般の基礎技術」、「ポンプ設備の基礎技術」及び「計装設備の基礎技術」の第１回、第２回

は、それぞれ同じ内容です。 

コース名 日  程 
募集

定員 
受講料 

水 道 一 般 の 基 礎 技 術 
第１回 令和 7年 12 月 02 日(火)～04 日(木) 16 名 18,000 円 

第２回 令和 7年 12 月 09 日(火)～11 日(木) 16 名 18,000 円 

下水道一般の基礎技術 000000000 令和 7年 10月 15 日(水)～17 日(金) 18 名 18,000 円 

ポンプ設備の基礎技術 
第１回 令和 7年 06 月 11 日(水)～13 日(金) 18 名 18,000 円 

第２回 令和 7年 06 月 18 日(水)～20 日(金) 18 名 18,000 円 

計 装 設 備 の 基 礎 技 術 
第１回 令和 7年 11 月 11 日(火)～12 日(水) 18 名 12,000 円 

第２回 令和 7年 11 月 18 日(火)～19 日(水) 18 名 12,000 円 

シーケンス制御の基礎技術 000000000 令和 8年 01月 15 日(木)～16 日(金) 18 名 12,000 円 

公益社団法人日本水道協会中部地方支部 

中 部 地 方 下 水 道 協 会 



３ 申込方法と申込期限  ＜申込期限：令和７年４月１１日（金）＞ 

 

参加お申込みは、下記のフォームにより４月１１日（金）までにお申込みください。 

（※左のＱＲコードはインターネット用です。） 

【インターネット】https://logoform.jp/f/axVHy  
【LGWAN】https://tb.logoform.st-japan.asp.lgwan.jp/f/axVHy  
・受講申込に当たっての留意事項 

受講申込み後に変更が生じた場合は、下記担当者宛てに「受付番号（上  

      記フォームによる申込時に自動付番されたもの（例；BY00008394）」 

を明記のうえ、メールにてお知らせください。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
※ 各コースの研修最終日に修了証を発行します。受講申込者の氏名等に誤りがないようにご確認くださ

いますようお願いいたします。 

※ 「実技講師・サポート」をお引き受けいただけるかの検討につきましては、別紙「技術技能研修における

講師及びサポートへの参加について」をご参照のうえ、参加お申込みのフォームにて併せてご回答をお

願いいたします。 

４ 受講者の決定と通知 

申込者が多数の場合、受講いただけないことがございます。 
受講の可否については、令和７年５月中旬に決定し通知いたします。 

※ 決定通知後の受講の取消しは原則として応じかねます。（受講者が変更になった場合は、

事務局分室へお知らせ願います。） 
５ 受講料の納入 

各研修終了後に受講料の請求書を郵送いたしますので、請求書記載の期日までに指定口座

へお振り込みください。  

なお、受講料の請求書につきましては適格請求書（インボイス）になります。 

６ 受講の際に必要なもの 

装備品等 受講コース 備考 
受講票 全コース 受付時に提示のこと 
長袖作業服 〃 半袖は不可 
防寒着 ― 開催時期により適宜 

安全具 

安 全 靴 
水道一般の基礎技術 
下水道一般の基礎技術 
ポンプ設備の基礎技術 

必要 

ヘルメット 水道一般の基礎技術 
下水道一般の基礎技術 

必要（貸与も可） 

備考；「計装設備の基礎技術」及び「シーケンス制御の基礎技術」のコースは、 
安全靴、ヘルメット持参の必要はありません。 

＜お問合せ及び連絡先＞ 

公益社団法人日本水道協会中部地方支部・中部地方下水道協会 事務局分室 

（名古屋上下水道総合サービス㈱ 内） 

〒456-0053 名古屋市熱田区一番三丁目２番４４号 

ＴＥＬ：052-228-2611 

     E-mail：kyokai-3@naws.co.jp 
   担 当：西中・浅野 
 

http://#
http://#
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７ 集合時間 

研修開始時間の５分前までにはお越しください。 
開始時間につきましては、９「各コースの研修日程・内容（予定）」をご参照ください。 

  
８ その他 

① 次のいずれかに該当した場合は、研修を中止します。 
この場合、中止が決定し次第、事務局分室から連絡します。 

発令・発表の種類等 発令・発表の時期 
ア. 愛知県西部において 

特別警報（高潮、波浪を除く）、暴風警報の

発表 

各研修日の研修開始の３時間前まで 

研修時間中 

 
② 次のいずれかに該当した場合は、研修を中止することがあります。 

この場合、中止が決定し次第、事務局分室から連絡します。 

災害の類型、発生・発令の種類等 発生・発令 
等の時期 

対  応 
（実施の可否についての判断） 

ア. 名古屋市において 
震度４以上の地震発生 

イ. 南海トラフ地震臨時情報 
の発表 

ウ. 愛知県西部において、大雨・ 
洪水警報、水防警報等の発表 

エ. その他突発災害の発生 
オ. 愛知県西部において鉄道各社 

の計画運休の情報が入った場合 
 

開催前日 
午後３時まで 前日午後３時 
開催前日 
午後３時以降 
研修開始 
３時間前まで 

 
研修開始の３時間前 
  

 
研修開始３時間
前から 
研修時間中 

随時 

   
③ 宿泊施設のあっせんは行っておりませんので、各自でご手配ください。 
④ 昼食は各自でご準備ください。 
⑤ 技術教育センターは、施設内工事中のため、駐車場がありません。 

公共交通機関をご利用ください。 
⑥ 山崎実習所は、飲料水の自販機がありませんので各自でご用意ください。 
⑦ 緊急連絡先（公益社団法人日本水道協会中部地方支部・中部地方下水道協会 事務局分室 

          名古屋上下水道総合サービス（株） 090-1417-2049 ） 
          対応時間：研修前日の午後３時～午後７時 
               研修日の開始２時間前～午後７時（但し最終日は研修終了まで） 
          ※開催の可否の確認、緊急の欠席以外の連絡は052-228-2611へお願いします。 



９ 各コースの研修日程・内容（予定） 
  表中の時間及び研修内容については、一部変更することがありますのでご了承ください。 
  研修内容は、業務経験が２、３年程度の職員を対象とした「基礎研修」です。 
 

コース名：水道一般の基礎技術 
第１回：令和７年１２月  ２日（火）～ ４日（木） 
第２回：令和７年１２月 ９日（火）～１１日（木） 
会 場：名古屋市上下水道局技術教育センター 

研修目的 給配水部門の維持管理業務及び水質管理について、講義と実技実習により、基礎的

な知識・技能・技術を修得し、併せて委託業者に対する指導監督能力を高める。 

研修内容 
（予定） 

【１日目】 
 8:45～    受付 
 9:00～ 9:15  開講式、オリエンテーション 
 9:20～10:40（講義）給水装置概論 
10:50～12:00（講義）水質の知識と水質管理 
12:00～13:00 休憩 
13:00～16:40（講義・実技）水質簡易試験等及び漏水判定（主に漏水判定手法） 

         漏水調査（探知） 
16:40～17:00  質疑 
【２日目】 
9:00～ 9:50（講義）配水管技能の基礎知識 

10:00～12:00（実技）配水管の接合 K 形・NS 形・F 形・GX 形              

12:00～13:00 休憩 
13:00～16:40（実技）午前中と同様 
16:40～17:00  質疑 
【３日目】 
 9:00～12:00（実技）給水装置組立て、配水用ポリエチレン接合 

GX 形切管挿し口加工 
11:20～12:00（講義）バルブ操作について 
12:00～13:00  休憩 
13:00～14:00 午前中と同様 
14:10～15:10（講義）バルブ類の操作要領 
15:20～16:05（実技）バルブカットモデル、消火栓放水作業 
16:15～16:30  質疑応答、修了式 
 
 
 
 
 

【令和６年度 受講生の声】 

○とても有意義な時間だった。業務で中々聞くことができない初歩的なところからの研修でとても分かりやす

かった。 

○水質について、ふれることが日常の仕事では無いため、知らないことが多々あった。たまに市民の方から聞

かれる時などあったため、学んだことを活用していきたい。 

〇実際の現場で、役立つ知識や技術が要点にまとめられており、分かりやすかった。 

【水質簡易試験実習】 

【K 形接合実習】 

【GX 形接合実習】 

【バルブカットモデル説明】 

【配ポリ接合実習】 

【相関式漏水探知機実習】 

【消火栓放水実習】 



コース名：下水道一般の基礎技術 令和７年１０月１５日(水)～１７日(金) 

会 場：名古屋市上下水道局山崎実習所他 

研修目的 下水管渠、排水設備及び水質管理について、講義と実技実習により基礎的な知識・

技能・技術を修得し、併せて委託業者に対する指導監督能力を高める。 

研修内容 
（予定） 

【１日目】 
8:45～    受付 
9:00～ 9:15  開講式、オリエンテーション 
9:15～12:00（講義）下水道用管路施設の計画・設計（練習問題） 

12:00～13:00 休憩 
13:00～13:30（講義）下水道用管資材検査 
13:40～16:30（講義）下水道管路施設の維持管理 
16:40～16:50  質疑応答 
【２日目】 
 9:00～10:30（講義）下水道施工管理 
10:40～12:00（講義）水質の基礎と水質管理 
12:00～13:00 休憩 
13:00～16:30（実技）水質簡易試験 
16:40～16:50 意見交換 
【３日目】 
9:00～10:20（講義）排水設備概論 

10:30～12:00（講義）下水道管路施設の地震対策 
12:00～13:00 休憩 
13:00～14:10（講義）下水道事業に関する基礎知識 
14:20～15:20（見学）下水処理場見学 
15:30～16:30（見学）汚泥処理場見学 
16:40～17:00 修了式 
 
                      
                    

【令和６年度 受講生の声】 

○演習問題が基礎的な内容であったが、とても勉強になった。また、長年下水道に従事された講師が語られ

る事例を聞けるいい機会となった。 

○老朽化した管渠が多くある中で、ストックマネジメントを積極的に進めていき、効率的な点検・修繕を行って

いく必要があることを学べた。 

○施工管理の基本を学ぶことが出来た。事前の現地踏査や近隣住民への説明、出来方品質管理の大切さを

改めて学んだ。ガイドライン等各自治体で差異があることについては改めて確認をしようと思った。 

○普段、水質管理は委託業者にお任せなので。異常時の原因や対策を知ることが出来良かったです。 

○排水設備に様々な種類や法制度があることを初めて知ることが出来ました。この知識を今後の業務に生か

したいと思います。 

【水質簡易試験実習】 

【下水処理場見学】 【汚泥処理場見学】 

【講義風景】 



コース名：ポンプ設備の基礎技術 
第１回：令和７年６月１１日(水)～１３日(金) 
第２回：令和７年６月１８日(水)～２０日(金) 
会 場：名古屋市上下水道局山崎実習所 

研修目的 
水道施設または下水道施設で使用されているポンプ設備について、講義と実技実

習により基礎的な知識と設備管理方法を修得し、併せて委託業者に対する指導監督

能力を高める。 

研修内容 
(予定) 

【１日目】 
13:00～    受付 
13:30～13:50 開講式・オリエンテーション・自己紹介 
14:00～15:50（講義）ポンプの基礎知識 
16:00～17:00（講義）実習ポンプの構造 
【２日目】 
9:00～12:00  (実技)ポンプの分解・組立て 

12:00～13:00 休憩 
13:00～14:50（実技）ポンプの分解・組立て 
14:50～15:30（講義）芯出し及び計測器の取り扱い 
15:30～17:00（実技）芯出しと試運転 
【３日目】 
 9:00～10:00（講義）ポンプの特性と流量制御 
10:00～10:30（講義）各種ポンプ実習 
12:00～13:00 休憩 
13:00～15:30（実技）各種ポンプ実習 
15:30～16:30 情報交換・修了式 
                                      

 
 
 

※「各種ポンプ実習」においては、ポンプ特性と流量制御、水撃実験、グランドパッキン取替、カッ

トモデルを使用したポンプの構造説明等を行います。 
【令和６年度 受講生の声】 

〇シールテープの巻き方から、正しい工具の使い方など講師の方に丁寧に指導して頂き作業に取り組めまし

た。 

〇ノギスの読み方、マイクロメータの読み方知らなかったので勉強になりました。 

〇班員と協力して、繰り返し芯出し作業が出来、回数を重ねる毎に精度が上がり成果が分かり良かったです。 

〇ベルヌーイの定理が、なかなか頭の中で理解することが難しかったのですが、実際に目で見る事で理解で

きました。 

〇実際にポンプ性能を測定記録し、プロットして曲線を作成することで、ポンプの状態が良いか悪いか判断で

きる為、実務でも生かしていきたいです。 

〇普段見れないポンプやバルブの内部が見れて、それぞれの特徴を知ることができた。モデルの種類が多く、

非常に参考になりました。 
 

【ポンプの分解組立て】 

【カットモデルで構造説明】 【ポンプの特性と流量制御実習】 【グランドパッキンの取替実習】 

【ポンプ・電動機の芯だし】 



コース名：計装設備の基礎技術 
第１回：令和７年１１月１１日(火)～１２日(水) 

第２回：令和７年１１月１８日(火)～１９日(水) 

会 場：名古屋市上下水道局山崎実習所 

研修目的 
水道施設または下水道施設で使用されている計装設備について、講義と実技実習

により基礎的な知識と設備管理方法を修得し、併せて委託業者に対する指導監督能

力を高める。 

研修内容 
（予定） 

【１日目】 
 8:45～    受付 
 9:00～ 9:30  開講式・オリエンテーション・自己紹介 
 9:30～10:30（講義）計装設備の基礎知識       
10:30～12:00（講義）自動制御の基礎知識 
12:00～13:00 休憩 
13:00～16:00（実技）計装機器の取扱いと調整方法 

          （ＰＩＤ制御実習） 
          （計装ループ試験） 
          （各種水位計の原理と取扱方法） 
     （講義） （測定機器の取扱い） 

16:00～17:00（講義）計装について 
【２日目】 
 9:00～12:00（実技）計装機器の取扱いと調整方法 
           （ＰＩＤ制御実習） 
           （計装ループ試験） 
      （講義） （各種水位計の原理と取扱方法） 
12:00～13:00 休憩 
13:00～16:00（実技）計装機器の取扱いと調整方法 
                     （ＰＩＤ制御実習） 
           （計装ループ試験） 
           （各種水位計の原理と取扱方法） 

（講義） （測定機器の取扱い） 
16:00～16:15  情報交換 
16:10～16:30 まとめ、修了式 

                                                         

                

【令和６年度 受講生の声】 

○計装設備の基礎知識について理解できたと思う。普段使用している水位計の事について深く知れたと思う。 

○アイソレータなど機能を説明して頂き、これからの維持管理に役立てたいと思います。 

○難しかったが、操作や設定の方法、ワンループの操作が分かった。講師の話が分かりやすく説明してもらえ

たので良かった。 

○水位計の仕組みについて、実際に手にとることで、分かりやすく知ることができた。普段気軽に触れるような

ものでもないので、操作等することができてよかった。 

【講義風景】 

【各種水位計座学・組立て実習】 【計装ループ試験座学・更正実習】 

【PID 制御実習】 



コース名：シーケンス制御の基礎技術 令和８年 １月１５日(木)～１６日(金) 

会 場：名古屋市上下水道局山崎実習所 

研修目的 
水道施設または下水道施設の機器制御で使用されているシーケンス制御について、

講義と実技実習により基礎的な知識と設備管理方法を修得し、併せて委託業者に対す

る指導監督能力を高める。 

研修内容 
（予定） 

 
【１日目】 
 8:45～    受付 
 9:00～ 9:30 開講式・オリエンテーション・自己紹介 
 9:30～12:00 （講義）シーケンス制御の基礎知識・制御機器の動作と図記号 
12:00～13:00 休憩 
13:00～13:20 （講義）シーケンス制御の違いによる長所と欠点 
13:20～13:40 （講義）トレーニングユニット、研修工具の説明 
13:40～17:00 （実技）シーケンスの基本回路の配線と試験（※１） 
【２日目】 
 9:00～10:00（実技）組立てた回路の故障発見等 
10:00～10:30（講義）電源の種類について 
10:30～11:00（講義）実験装置について 
11:10～12:00（実技）各種回路の動作解析及び 

故障解析（※２） 
12:00～13:00 休憩 
13:00～15:00（実技）各種回路の動作解析及び故障解析 
15:10～15:30（講義）シーケンスに強くなるには  
15:30～16:00 情報交換 
16:00～16:15  修了式 
 

※１ トレーニングユニットを６台使用します。 
※２ スターデルタ始動回路、電動機正転逆転回路を解析します。 

【令和６年度 受講生の声】 

○配線に加え故障分析・改造まで作業させて頂けました。シーケンス接続図を読み故障解析する、配線を改

造するといった業務も普段あるため、非常にためになる経験をさせていただいた。 

○事前アンケートにて書かせて頂いたが、スターデルタ始動の原理及び実際の配線について、理解があいま

いであったため、今回資料とスライド（特にアニメーション機能による動作デモンストレーションがわかりやす

かったです）で説明して頂けて非常に助かりました。 

○故障解析では、グループで実施したので、自分が考えてもいない視点からの意見を聞いたことで、今後の

故障報告の見方について考え方が変化したと思う。 

【シーケンス回路の配線実習】 【回路の動作及び故障解析実習】 

【講義風景】 



 

研修会場のご案内 

【名古屋市上下水道局技術教育センター】名古屋市港区いろは町５－１４ 

  
連絡・問合せ先：公益社団法人日本水道協会中部地方支部・中部地方下水道協会 事務局分室 
        名古屋上下水道総合サービス㈱内 
        TEL：052-228-2611（午前９時～午後５時） 
        TEL：090-1417-2049（下記の日時のみご利用可能です） 

※研修前日の午後３時～午後７時 
※研修日の開始２時間前～午後７時（但し最終日は研修終了まで） 
 

 
● 公共交通機関 【名古屋駅から】 

○ JR「名古屋」または名鉄「名鉄名古屋」→「金山」（地下鉄乗換） 
   地下鉄名港線「金山」→「築地口」（市バス乗換） 
  市バス「築地口」→「築三町（つきさんちょう）」バス停下車 徒歩 10 分 

（または「築地口」から徒歩２０分） 
○ 名古屋臨海高速鉄道あおなみ線「名古屋」→「稲永（いなえい）」（市バス乗換） 
  市バス「稲永駅」→「築三町（つきさんちょう）」バス停下車 徒歩 10 分 

● 駐車場は工事の関係で使用できません。出来る限り公共交通機関をご利用ください。 
（朝は８時３０頃に開門します） 
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研修会場のご案内 
 

【名古屋市上下水道局山崎実習所】名古屋市南区忠次一丁目９番２４号 
 

連絡・問合せ先：公益社団法人日本水道協会中部地方支部・中部地方下水道協会 事務局分室 
名古屋上下水道総合サービス（株）内 
TEL：052-228-2611（午前９時～午後５時） 
TEL：090-1417-2049（下記の日時のみご利用可能です） 

※研修前日の午後３時～午後７時 
※研修日の開始２時間前～午後７時（但し最終日は研修終了まで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●公共交通機関【名古屋駅から】 
 ○JR 東海道本線「名古屋」⇒「笠寺」（普通のみ停車）下車、徒歩１２分 
 ○名鉄常滑・河和線「名鉄名古屋」⇒「大江」下車、徒歩１２分 
●車の利用も可能です。（朝は 8 時 30 分頃に開門します） 
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技術技能研修における講師及びサポートへの参加について 

 

技術技能研修は、水道事業体及び下水道事業体において培われてきた技術・技

能の伝承及び向上、特に既設設備の更新、維持管理等に必要な人材育成を目的と

して行っています。 

今後、さらに会員事業体の技術継承や先輩・後輩職員が交流する機会として、

受講経験のある職員による講師及びサポート（以下「講師等」）をお願いしたい

と考えています。講師等を経験し、学んだ知識や技術をさらに磨きあげ、「教え

る側」としてのノウハウを身につけることで、各職場での人材育成や技術継承に

よる組織力の強化に活かしていただきたいと考えています。 

１ 各科目での役割 

コース名 
研修 
時期 

具体的な役割 

水道一般 

の基礎技術 
12 月 

・配水管接合 

・バルブ操作 

受講生を４つの班に分け、実技を実施しま

す。一つの班に付いていただき、接合や操作

の方法について、指導をしていただきます。 

下水道一般 

の基礎技術 
10 月 ・管路資材の検査 

受講生を４つの班に分け、検査の実技を実施

します。その時に検査対象管路のところで、

検査のアドバイスを行っていただきます。 

ポンプ設備 

の基礎技術 

5 月 

～ 

6 月 

・ポンプの分解 

組立て 

受講生を６つの班に分け、ポンプを分解して

組立て、運転試験を行います。 

一つの班に付いていただき、分解・組立ての

指導をしていただきます。 

計装設備 

の基礎技術 
11 月 

・計装ループ 

・PID 指示調節計 

・水位計 

受講生を３つの班に分けます。よって、実技

内容３つを３回実施することになります。 

講師としては、３回の内１回を担当していた

だき、計器類の調整等の指導をしていただき

ます。 

シーケンス 

制御 

の基礎技術 

1 月 

・電動ファン制御

盤の配線 

・故障対応 

受講生を６つの班に分け、制御盤の配線を行

い、稼働試験、故障の発見・解析・対応を行

います。 

一つの班に付いていただき、実技内容の指導

をしていただきます。 

２ 講師及びサポートの条件 

講師は、一度限りでなく、継続してお受けいただけるとありがたく存じます。 

なお、所属の異動や勤務形態の変更により、講師要請に応じられない場合は、

辞退していただいてかまいません。 

謝礼(報酬）や交通費宿泊費負担については、以下の通りです。（現時点） 
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●講師謝礼：「中部地方下水道協会主催研修会等謝礼金及び教材作成原稿料支払

い基準」による時間単価￥2,899-で算出しお支払い致します。 

（※謝礼については、辞退していただくことも可能です。） 

●交 通 費：実費及び所属事業体の旅費等算出規定による金額をお支払い致し

ます。 

●宿 泊 費：実費及び所属事業体の宿泊費等算出規定による金額をお支払い致

します。 

 

※ 交通費・宿泊費は、事前にＮＡＷＳへご報告していただきます。 

※ NAWS とは、名古屋上下水道総合サービス（株）の略称で、事務局分室のこと 

です。 

 

３ 講師として参加するまでの流れ 

＜受講申込時＞ 

令和 5 年度以降、参加募集時に受講希望する参加者に上記の条件で

次年度以降の講師等による参加について意向を確認します。 

 
＜２月ごろ＞ 

受講申込時及び受講後のアンケ―トなどから協会事務局と NAWS
で次年度に講師を依頼する職員を調整のうえ決定します。  

 

＜４月ごろ＞ 

協会事務局より講師等を依頼する職員の所属事業体へ依頼します。 

          

＜４月以降＞ 

NAWS 講師本人との間で準備などを行います。 

本番までの間（ひと月前頃）に講師全員が揃ったリハーサル（1回）

を行い研修内容・進行を確認します。 

それ以外にも錬成が必要であればスケジュールをセットします。 

最初は、研修の流れの把握や講師としての経験を積んでいただくた

め、実技主講師の『補助』として出席をしていただきます。 

その後、1～２回経験されたのち、主講師をお願いさせていただくこ

とになります。 


